
あ
な
た
が
八
王
子
で

一
番
好
き
な
景
色

は
ど
こ
で
す
か
？
ベ

ス
ト
3
を
お
答
え
く

だ
さ
い
。

加
藤
さ
ん
（
以
下

K
）
高
尾
山
の
中

腹
か
ら
見
る
市
内

の
風
景
／
市
役
所

前
の
河
川
敷
の
夕

焼
け
／
小
宮
公
園

の
豊
か
な
緑

小
さ
い
頃
は
、
八
王

子
の
ど
こ
い
ら
へ
ん

で
遊
ん
で
い
た
の
で

す
か
？

K
旧
そ
ご
う
の
屋

上
／
八
王
子
城
址

／
恩
方
の
川

八
王
子
で
好
き
な
お
店
（
飲
食
店
）

3
つ
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

K
宮
城
（
ラ
ー
メ
ン
）
／
シ
ャ

リ
マ
ー
ル
（
カ
レ
ー
）
／
た
ま

や
（
う
ど
ん
）

あ
な
た
が
、
八
王
子
を
知
ら
な
い

人
に
八
王
子
を
説
明
す
る
と
き
、

ど
ん
な
ふ
う
に
説
明
し
ま
す
か
？

K
街
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
が

絶
妙
で
す
。
心
を
癒
し
た
い
の

な
ら
是
非
と
も
。

小
さ
い
こ
ろ
の
地
域
の
お
祭
り
や

行
事
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
？

K
八
王
子
祭
は
必
ず
行
っ
て

ま
し
た
。
甚
平
を
着
て
、
出
店

で
焼
き
そ
ば
を
買
い
、
美
し
い

山
車
を
見
な
が
ら
友
人
と
語
り

合
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
八
王
子
に
、
ど
う
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？

K
も
っ
と
も
っ
と
元
気
な
街

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
高
尾

山
だ
け
で
は
な
く
、
織
物
や
八

王
子
ラ
ー
メ
ン
等
、
名
産
品
を

全
国
的
に
広
め
て
い
け
た
ら
い

い
で
す
ね
。

八
王
子
の
政
治
家
に
あ
な
た
が

な
っ
た
と
し
ま
す
。
八
王
子
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
、
何
を
や
っ
て

み
た
い
で
す
か
？

K
若
者
主
導
で
音
楽
フ
ェ
ス

を
開
催
し
た
い
で
す
。
場
所
は

八
王
子
市
民
球
場
で
。
そ
の
際

は
、
是
非
と
も
僕
た
ち
を
呼
ん

で
下
さ
い
！

八
王
子
の
ベ
イ
ビ
ー
ズ
に
一
言

K
愛
し
て
る
ぜ
、
八
王
子

B
A
B
Y
S
！
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
な
！
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八王子わが町

い
つ
か「
音
楽
フ
ェ
ス
」を

八
王
子
市
民
球
場
で
や
り
た
い
!!

ファンキーモンキーベイビーズのシングルは、毎回、さまざ
まな著名人が出演してくれることで有名です。2 月に発売
された『この世界に生まれたわけ』は、松下奈緒さんがジャ
ケットに登場した 18 枚目のシングル。皆さんもぜひ、八
王子のスーパースターの曲を買って聞いて、応援しましょう！

2012年7月1日

株式会社ヒラツカ印刷社
TEL :042-623-0381　

広告の
お問い合わせ先

ファ
ン
キ
ー
加
藤
さ
ん
フ
ァ
ン
キ
ー
・
モ
ン
キ
ー
・

ベ
イ
ビ
ー
ズ

15タ
タ
ミ
の
あ
な
み
ず

八
王
子
・
片
倉
町

☎
0
4
2-

6
3
7-

3
4
5
9

「
八
王
子
わ
が
町
」
の
2
回
目
は
、
今
や
、
常
に
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
を
に
ぎ
わ
す
人
気
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
な
っ
た
、
フ
ァ
ン
キ
ー
モ
ン
キ
ー
ベ
イ
ビ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
キ
ー
加
藤
さ
ん
。

フ
ァ
ン
キ
ー
さ
ん
に
は
八
王
子
に
関
し
て
の
一
問
一
答
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

左から、ファンキー加藤さん、DJケミカルさん、モン吉さん。浅川で撮影された

シングル『この世界に生まれたわけ』
も大ヒット



　

八
王
子
ま
つ
り
は
、
昭
和
36

年
、「
３
万
人
の
夕
涼
み
」
と

い
う
名
で
、
市
民
祭
と
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。
時
代
と
共
に
形

を
変
え
な
が
ら
、
平
成
14
年
か

ら
は
、
山
車
を
中
心
と
し
た
祭

り
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
平
成
15
年
に
は
、
全
国

で
も
有
数
の
伝
統
芸
能
と
認
め

ら
れ
、「
地
域
伝
統
芸
能
大
賞
」

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

元
々
は
約
３
０
０
年
前
か

ら
、
八
王
子
で
は
祭
り
の
際

に
、
神
輿
、
山
車
を
ひ
き
ま
し

て
い
た
と
い
う
ほ
ど
歴
史
が
古

く
、
そ
れ
だ
け
に
、
八
王
子
市

民
の
神
輿
や
山
車
に
対
す
る
思

い
入
れ
は
非
常
に
強
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

 

「
八
王
子
ま
つ
り
は
基
本
、
氏

子
の
祭
り
。
縁
あ
っ
て
、
こ
の

地
に
生
ま
れ
て
、
氏
神
様
に
守

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

各
地
域
、町
会
、自
治
会
の
方
々

が
主
役
の
祭
り
な
ん
で
す
（
実

行
委
員
会
広
報
宣
伝
部
会
・
青

木
氏
）」

　

八
王
子
ま
つ
り
実
行
委
員
会

と
し
て
は
、
皆
さ
ん
に
祭
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
見
応
え
の
あ

る
行
事
も
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
む
し
ろ
、
こ
の
ま
つ
り
を

契
機
に
町
内
交
流
が
活
発
に
行

わ
れ
た
り
、
地
域
、
市
内
が
ま

と
ま
っ
て
、
活
性
化
す
る
こ
と

を
願
っ
て
企
画
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
市
民
は

も
ち
ろ
ん
、
八
王
子
の
大
学
に

通
っ
て
い
る
学
生
や
留
学
生
の

方
々
に
も
山
車
の
引
き
ま
わ
し

な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
八
王
子
に
通
っ
て
良

か
っ
た
な
、
と
思
い
出
に
し
て

も
ら
え
た
ら
、
と
て
も
嬉
し
い

で
す
（
前
出
・
青
木
氏
）」

　

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
に
伴

う
計
画
停
電
の
影
響
な
ど
で
、

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
完
全
な
中
止
は
昨
年
が
初

め
て
で
し
た
。
市
民
の
方
々

が
、
ど
れ
だ
け
楽
し
み
に
し
て

い
た
か
を
、
各
所
で
伺
う
た
び

に
『
八
王
子
ま
つ
り
』
を
実
行

す
る
大
切
さ
を
痛
感
、「
そ
れ

だ
け
に
、
２
年
振
り
の
祭
り

で
、
皆
さ
ん
が
、
今
ま
で
以
上

に
ま
と
ま
っ
て
盛
り
上
が
ろ

う
、
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
（
青
木

氏
）」

　

今
年
は
例
年
行
わ
れ
て
い
る

「
民
踊
流
し
」「
関
東
太
鼓
大
合

戦
」「
獅
子
舞
」
な
ど
も
実
施

予
定
。
ま
た
、
金
・
土
曜
日
の

両
日
、
甲
州
街
道
沿
い
に
は
、

ず
ら
っ
と
夜
店
が
並
び
、
に
ぎ

や
か
に
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

 

「
物
質
や
技
術
は
豊
か
に
な
っ

て
い
る
が
、“
超
”
ア
ナ
ロ
グ

な
祭
り
こ
そ
、
実
は
今
の
人
間

に
と
っ
て
必
要
な
も
の
な
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
一
緒
に
汗
か
い
て
、

祭
り
の
準
備
な
ど
を
通
じ
て
人

間
関
係
を
学
ぶ
事
は
、
今
の
時

代
、
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
。
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
体
験
を
色
々
な
世

代
、
特
に
子
供
た
ち
に
体
験
し

て
も
ら
い
、
豊
か
な
心
を
培
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す

（
青
木
氏
）」

復
活
！ 

八
王
子
ま
つ
り

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、
今
年
が
２
年
振
り
と
な
る
『
八

王
子
ま
つ
り
』。
８
月
３（
金
）、
４（
土
）、
５
日（
日
）の
３
日
間
開
催
さ
れ
る
八
王

子
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会
の
方
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

関東有数の大きさを誇る、多賀神社の宮神輿

八
王
子
ま
つ
り
実
行

委
員
会
　
広
報
宣
伝

部
会
・
青
木
氏

八
王
子
の
山
車
は
見

事
な
彫
刻
が
特
長



　

総
会
は
、
細
井
副
会
長
の
司

会
で
始
ま
り
、
開
会
の
挨
拶
を

馬
場
副
会
長
が
行
い
ま
し
た
。

総
会
へ
は
委
任
状
を
含
め
て

２
５
５
人
が
出
席
し
、
議
長
に

原
田
忠
雄
さ
ん
（
川
口
西
部
町

会
）
を
選
出
し
て
議
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
秋
間

会
長
は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

１
年
が
経
過
し
た
が
復
旧
、
復

興
は
進
ま
ず
、
一
方
に
お
い
て

急
速
な
高
齢
化
社
会
、
若
者
の

雇
用
問
題
、
年
金
問
題
な
ど
、

難
問
を
抱
え
た
１
年
だ
っ
た
。

町
自
連
は
「
向
こ
う
３
軒
両

隣
」
を
基
本
に
し
て
幅
広
く
活

動
し
て
き
た
。
と
く
に
、
阪
神

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
過
去
を
知
り
、
現
在
に
活
か

す
た
め
に
防
災
研
修
会
な
ど
で

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

24
年
度
は
、
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
行
政
と
の
話
し
合
い
を

し
っ
か
り
取
り
組
み
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
と
町
自
連
組

織
の
大
き
な
発
展
の
足
が
か
り

を
つ
く
り
だ
し
た
い
」
と
決
意

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
経
過
報
告
を
前

野
事
務
局
長
、
決
算
報
告
を
平

塚
会
計
担
当
、
監
査
報
告
を
田

中
監
事
が
行
い
、
承
認
を
得
た

あ
と
、
引
き
続
き
24
年
度
事
業

計
画
を
渡
辺
副
会
長
、
予
算
案

を
平
塚
会
計
担
当
が
提
案
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
延
べ

10
人
か
ら
質
問
、
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
満

場
一
致
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
自
連
で
は
、
地
区
連
合
会

会
長
、
町
会
長
・
自
治
会
長
を

４
年
以
上
勤
め
退
任
し
た
方
を

表
彰
規
定
に
基
づ
き
表
彰
し
て

い
ま
す
が
、
23
年
度
末
は
21
人

で
、
総
会
の
席
で
会
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
は
、
石
森
八
王
子

市
長
を
は
じ
め
、
坂
倉
教
育

長
、
水
野
市
議
会
議
長
、
あ
く

つ
国
会
議
員
、
東
村
・
相
川
都

議
会
議
員
、
八
王
子
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
関
係
諸

団
体
の
代
表
者
な
ど
多
数
の
来

賓
を
含
め
て
約
１
３
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

石
森
市
長
は
「
行
政
全
般
に

わ
た
っ
て
、
町
自
連
か
ら
様
々

な
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

行
政
は
町
自
連
へ
も
っ
と
支
援

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
」
と

述
べ
、
具
体
的
に
は
「
町
会
加

入
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
づ
く
り
や

事
務
交
付
金
の
増
額
、
集
会
施

設
の
整
備
費
な
ど
早
い
時
期
に

検
討
し
て
い
き
た
い
」
こ
と
な

ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
初
め
て
出
会
う

町
会
長
・
自
治
会
長
が
交
流
を

深
め
、
同
時
に
来
賓
と
の
情
報

交
換
な
ど
、
今
後
の
町
会
・
自

治
会
活
動
に
と
っ
て
も
極
め
て

有
益
な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

□
組
織
の
強
化
拡
大

　

① 

地
区
連
合
会
の
活
性
化

　

及
び
必
要
な
組
織
の
統
合
・

　

分
割
の
検
討

　

②
東
京
都
の
「
地
域
の
底
力

　

再
生
事
業
助
成
」
及
び
八
王

　

子
市
の
「
交
流
事
業
補
助

　

金
」
の
積
極
的
活
用

　

③
未
加
入
町
会
対
策
の
強
化

□
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
人

　

材
の
育
成
・
発
掘
に
む
け
て

　

行
政
と
支
援
策
を
協
議

□
町
自
連
の
自
主
財
源
の
確
保

　

と
充
実

□
広
報
活
動
の
強
化

　

①「
町
自
連
だ
よ
り
」と
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ「
町
自
連
」の
充
実

　

②
Ｉ
Ｔ
化
及
び
高
齢
者
支
援

　

策
の
「
パ
ソ
コ
ン
研
修
会
」

　

の
継
続
開
催

□
「
自
治
会
活
動
賠
償
責
任
保

　

険
」
の
普
及

□
八
王
子
市
と
市
民
活
動
協
議

　

会
が
協
働
運
営
の
「
ゆ
め
お

　

り
フ
ァ
ン
ド
」
へ
の
参
加

□
東
京
都
町
会
連
合
会
及
び
多

　

摩
地
区
連
合
会
と
の
連
携
強

　

化

町
自
連
第
10
回
定
期
総
会
を
開
催

組
織
の
さ
ら
な
る

　
　
　

  

発
展
を
め
ざ
す

町
自
連
は
５
月
27
日
17
時
か
ら
、
八
王
子
エ
ル
シ
イ
に
お
い
て
第
10
回
定
期
総
会

を
開
催
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
を
満
場
一
致
決
定
し
ま
し
た
。
終
了

後
は
、
八
王
子
市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
を
迎
え
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■ 

行
政
と
の
対
話
を
強
化

　

秋
間
会
長
が
挨
拶
で
強
調

■ 

平
成
24
年
度
事
業
計
画
・

　

 

予
算
案
を
満
場
一
致
決
定

■ 
退
任
者
21
人
に
感
謝
状

■ 

八
王
子
市
長
な
ど
参
加

　

交
流
を
深
め
た
懇
親
会

■ 

重
点
課
題
は
こ
れ
だ
！

　

平
成
24
年
度
事
業
計
画

多くの出席者で
満席の会場。活
発な意見交換も
行われた



　

元
八
王
子
地
区
連
合
町
会
で

は
、
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
か

る
た
」
を
完
成
さ
せ
、
地
域
の

小
中
学
校
等
に
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
40
年
以
上
続
い

て
い
た
地
域
運
動
会
が
、
平
成

21
年
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大

流
行
に
よ
り
中
止
、
そ
の
後
、

運
動
会
に
替
わ
る
新
し
い
地
域

交
流
の
取
り
組
み
の
か
た
ち
を

模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
元
八

王
子
地
域
住
民
協
議
会
の
会
議

の
席
で
松
木
誠
司
さ
ん
か
ら

「
地
域
の
か
る
た
を
作
成
す
る

の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
発
案

さ
れ
、
地
域
の
み
な
さ
ん
で
作

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
一
般
・
小
中
学
生
か

ら
、
広
く
「
か
る
た
」
の
文
言

と
絵
画
を
募
集
す
る
と
、
文
言

１
１
５
６
句
、絵
画
８
２
０
点

も
の
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

半
年
以
上
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

48
点
を
選
考
し
ま
し
た
。
絵
画

に
関
し
て
は
、
応
募
が
あ
っ
た

全
８
２
０
点
を
市
民
セ
ン
タ
ー

で
展
示
し
、
多
く
の
方
々
に
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
成
費
用
は
東
京
都
の
補
助

金
制
度
な
ど
も
活

用
、
費
用
の
負
担

軽
減
も
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の

取
り
組
み
は
メ

デ
ィ
ア
に
も
注
目

さ
れ
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
も
広
く
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
「
か

る
た
」
は
、
文
言

と
絵
画
を
採
用
さ
れ
た
96
名
の

方
々
に
賞
状
、
お
礼
状
と
共
に

差
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
他
、

地
域
の
小
学
校
へ
50
、
中
学
校

へ
20
セ
ッ
ト
寄
贈
の
他
、
地
域

の
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
に
も

送
り
ま
し
た
。
完
成
品
を
受
け

取
っ
た
学
校
や
保
護
者
の
方
々

等
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
お
礼
状

を
受
け
取
っ
た
そ
う
で
す
。

　

秋
に
は
、
こ
の
『
か
る
た
』

を
使
っ
て
、
か
る
た
大
会
も
予

定
し
て
い
る
そ
う
で
、「
子
供

の
頃
か
ら
地
域
活
動
に
参
加
で

き
、
成
長
し
て
も
記
憶
と
か
た

ち
を
残
せ
る
も
の
を
作
り
た

い
」
と
い
う
地
域
住
民
の
方
々

の
思
い
が
、
み
ご
と
に
実
を
結

ん
だ
取
り
組
み
に
な
り
ま
し

た
。

元
八
王
子
地
区
の
オ
リ
ジ
ナ
ル「
か
る
た
」が
完
成

町
自
連
へ
の
加
入
が
相
次
ぐ

　
　
　
つ
い
に
12
万
世
帯
を
突
破

　

町
自
連
に
は
現
在
、
３
１
５

団
体
、
11
万
８
７
７
７
世
帯
が

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
新
年
度

に
入
り
、
次
の
町
会
・
自
治
会

が
新
た
に
町
自
連
へ
加
入
し
ま

し
た
。

□
都
営
長
房
西
ア
パ
ー
ト
連
合

　

自
治
会
（
会
長
＝
村
上
正
裕

　

／
西
12
自
治
会
・
西
13
号
棟

　

自
治
会
・
長
房
ア
パ
ー
ト
西

　

15
号
棟
自
治
会
・
西
16
自
治

　

会
・西
17
、18
、19
自
治
会
・
西

　

23
自
治
会
・
西
26
自
治
会
の

　

７
自
治
会
／
横
山
北
地
区
）

□
長
沼
町
会
（
会
長
＝
田
代
平

　

二
／
北
野
地
区
）

□
大
谷
町
さ
つ
き
野
台
自
治
会

　
（
会
長
＝
奥
村　

司
／
東
北

　

部
地
区
）

　

こ
の
結
果
、
町
自
連
の
６
月

１
日
現
在
の
組
織
構
成
は
、

３
２
４
団
体
・
12
万
５
６
９
世

帯
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
自
連
は
今
年
度
の
重
点
課

題
の
一
つ
に
組
織
の
強
化
拡
大

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に

そ
の
突
破
口
を
切
り
開
く
も
の

で
す
。

　

今
度
の
加
入
に
あ
た
っ
て
、

都
営
長
房
西
ア
パ
ー
ト
連
合
自

治
会
の
村
上
会
長
は
「
地
区
連

合
会
か
ら
再
三
に
亘
っ
て
加
入

の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。
情
報

の
迅
速
性
、
行
政
と
の
連
携
、

地
域
の
仲
間
と
の
連
帯
は
町
自

連
に
加
入
し
な
け
れ
ば
実
現
で

き
な
い
と
判
断
し
た
。
今
後
は

町
自
連
の
一
員
と
し
て
し
っ
か

り
と
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
」
と
加
入
し
た
経
緯
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

八
王
子
市
内
に
は
町
自
連
へ

加
入
し
て
い
な
い
町
会
・
自
治

会
・
管
理
組
合
が
ま
だ
２
３
５

団
体
も
あ
り
ま
す
。
各
地
区
に

お
い
て
は
未
加
入
の
町
会
・
自

治
会
に
対
し
て
町
自
連
へ
加
入

す
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け

を
強
め
ま
し
ょ
う
。

地域ゆかりの場
所や豊かな自然
が描かれている

かるたの外箱とかるた

町
自
連
加
入
の
相
談
は

町
自
連
事
務
局
へ



 

　廿里町会
（ 会 長： 下
田泰造）は
毎月第２日
曜日をアド
プト制度に
基づいた町会主催の清掃デー、毎
回70名位が参加して水路と道路、
自宅周りなどの清掃を行っていま
す。
　また、老人会は第４土曜日にゴ
ミ拾いや缶拾い、廿里公園の清掃
を行っています。
　以前は今と違ってゴミに対する
意識が低く、吸い殻のポイ捨てな
ど何とも思っていなかった時代で
した。ゴミの持ち帰りなどという
気はほとんどなく、森林科学園の
桜保存林の花見の頃は町内のあち
こちにゴミの袋が放置されていま
した。そのような状況の中でその
ときの町会長が「町をきれいにし
よう」と声をかけ、森林学園のご
協力で清掃活動がはじまり今日に
至っています。
　ゴミに対する意識は向上したと
は申せ、まだ心ない人がいるのは
悲しいことですが、幕末から明治
にかけて訪れた外国人が日本の清
潔さに驚いたように、廿里の町も
清流があるきれいな町をいつまで
も保ち続けていくために、これか
らも町民と共にがんばっていきた
いと考えています。

　暁東町会
（ 会 長： 成
瀬義雄）は
暁町にある
９３０世帯
で構成して
います。町会運営の基本は、全て
の行事を町民の全員参加を目指し
て運営しています。
　町会の年間行事で大きいもの

は、祭礼、運動会、そして餅つき
大会です。
　祭礼は毎年８月に暁公園で２日
間開催します。売店づくりや福引
き、盆踊りなど準備から後片付け
までみんなで協力しあいます。
運動会は１０月、とくに高齢者の
誰もが気軽に参加できる種目を考
案し、親子、孫と一緒になって１
日楽しく交流できるよう計画して
います。となりの町会からも集
まってにぎやかです。
　餅つき大会は新年のはじめに町
会の事始めとして執り行います。
二世代、三世代の町民が大勢集い、
町民同士の年賀の挨拶も行われま
す。杵を持つのは大人だけでなく、
子どもも手を借りて餅をつき、そ
れを記念写真に写す家族も多くい
ます。
　１１月には町民の多くの参加を
得て防災訓練を開催します。「自
助、共助の気持ちを大切に」をコ
ンセプトに実施しています。

　船田町会
（ 会 長： 平
塚忠勇）は
７６０世帯、
１２区・５０
組で構成さ
れています。
　町会の定期総会は毎年４月２９
日の祝日に開催、そして５月の第
２日曜日は朝９時から区長、組長
など２４年度のすべての役員をあ
つめて、町会の組織の現状、役員
の任務と役割、今年度重点課題を
明らかにして、当面する取り組み
などをしっかりと意思統一を行っ
ています。終了後は、ただちに第
１回役員会を開催し、町会費の徴
収や町をきれにする取り組みなど
について確認しました。
　夕方は町会の協力団体（防犯・
交通安全・自主防災・消防団・老
人会・婦人会・ひだまり会・子ど

も会）の代表者会議を開催し、各
団体が抱えている課題を提起し合
い町会からも要請事項を伝え、車
の両輪として町会活動を発展させ
ていくことを意思統一しました。
　また、夜は新旧役員歓迎会を開
催し、町会の絆を深めあいます。
　船田町会の新年度の活動のス
タートは、毎年、この日のしっか
りとした役員の意思統一から始
まっています。

  「 由 木 地
区町会自治
会連合会」

（ 会 長： 小
泉 渉 ） は、
昭和６０年
よりスタートしており、現在では
１９の町会・自治会（６，０８１
世帯）が加入しています。
　昨年９月には連合会の充実発展
を目指して臨時総会を開催し、「会
則」を見直すなど新たなる再出発
をしました。
　今年度は５月に定期総会を開催
し、年間事業計画・予算案等を決
定し、事業の遂行に向けてスター
トを切りました。
　地区交流事業としては、由木地
区の名所旧跡を巡るウォーキング
大会を７月に開催します。
　１０月開催の地区運動会は今年
で４３回目を迎える伝統ある事業
で最大のイベントであります。
　来年３月にはグラウンドゴルフ
大会を開催します。これには１
チーム４人の団体戦で各地区から
３０チーム１２０人の選手が参加
し、毎年熱戦が繰り広げられてい
ます。
　その他は役員会と全体会を隔月
に開催、今年度からは地区情報紙
を年に数回発行（６月に創刊号）
し、行事や活動内容を PR してい
く方針です。

町 会・自 治 会 活 動 ダ イ ジ ェ ス ト

月に２回の町内清掃

みんなでいきいきと
暁東町会（中央）

地区の絆は交流事業
由木地区連合会

廿里町会（浅川）

スタートはここから
船田町会（横山北）

保
険
の
ご
用
命
・
ご
相
談
は

有
限
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「町自連だより」にあなたの企業を
PRしませんか？

この「町自連だより」は、八王子の１２万世帯に配られています。
八王子の皆さんに、あなたの会社を告知しませんか？

広告出稿のお問い合わせは

昨
年
は
震
災
で
自
粛
の
ム
ー
ド

で
し
た
が
，
２
年
ぶ
り
の
お
祭

り
の
シ
ー
ズ
ン
が
八
王
子
に
も

や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
祭
り
は

た
だ
楽
し
い
だ
け
で
は
な
い
，

「
地
域
の
結
束
」
を
強
く
す
る

い
い
機
会
で
す
。
一
つ
の
お
祭

り
を
成
し
遂
げ
る
に
は
，
皆
の

力
が
必
要
で
す
。
同
時
に
，
各

町
会
の
役
員
の
采
配
力
、
政
治

力
も
試
さ
れ
ま
す
。
成
功
に
終

わ
っ
た
あ
と
は
，「
こ
の
町
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
い
う
気

持
ち
を
皆
に
植
え
付
け
ま
す
。

２
年
ぶ
り
の
お
祭
り
，
皆
で
、

い
い
時
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。

子安神社の斜め向かいのビル 2
階にある「Ocappa（おかっぱ）」
は、木目の茶色と白が基調のお
しゃれなカフェ。開店して3年半、
オープンのきっかけをオーナーの
安藤雅子さんは「私も八王子出身・
在住ですが、女性ひとりでゆっく
りできるカフェが地元に少ない
な、と感じて。そんな場所をつく
りたいと思い開店しました」と素
敵な笑顔で教えてくれました。お
客様は9 割が女性、高校生から
80代の方まで、幅広い年代の方

が来店されています。メニューは
ワンプレートの食事を中心にケー
キなどのスイーツまで、すべてを
店内で手作りしています。安藤さ
んは管理栄養士と製菓衛生師の資
格を持っていて、「どうしても不
足しがちな野菜など、旬の食材を
工夫しながら多く取り入れ、食べ
ていただいた方が元気になるよう
なメニューを日々考えています」
とのこと。全員女性スタッフで、
明るい笑顔と細やかな気遣いで迎
えてくれる、心なごむカフェです。

自
分
だ
け
の
隠
れ
家
に
し
た
い
、

な
ご
み
系
カ
フ
ェ

貸切パーティーやバースデーケーキなどの注
文対応も可能。詳細はお問い合わせ下さい。

CAFÉ Ocappa（おかっぱ）
八王子市東町3-8 2F
電話：042-643-3855
営業時間：11：30～20：00

（ラストオーダー 19：30）
定休日：日曜日　座席数：26席　

編
集
後
記

C
A
F
É 

Oca
p
p
a
（
お
か
っ
ぱ
）

東
町
３
丁
目

ヒラツカ印刷社　担当平塚、鈴木まで
     042-623-0381

　

年
を
取
る
と
物
忘
れ
が
ひ
ど

く
な
り
ま
す
。
一
般
的
に
「
ボ

ケ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

老
人
に
な
る
に
つ
れ
、
記
憶
が

曖
昧
に
な
り
、
日
常
的
に
物
や

人
の
名
前
を
忘
れ
る
頻
度
が
高

ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ヒ
ン
ト
を
与
え
れ
ば
思
い

出
せ
る
程
度
で
あ
れ
ば
、
老
眼

に
な
っ
た
り
、
白
髪
が
で
き
る

の
と
同
じ
で
、
生
理
的
な
脳
の

老
化
に
よ
る
も
の
で
あ
り
良
性

の
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
こ
の

よ
う
な
加
齢
に
よ
る
自
然
な
老

化
現
象
と
異
な
り
、「
認
知
症
」

は
、
脳
の
働
き
の
う
ち
で
「
記

憶
」
や
「
判
断
能
力
」
と
い
っ

た
知
的
な
活
動
が
低
下
し
て
し

ま
う
病
気
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

原
因
か
ら
、
脳
の
細
胞
が
死
ん

で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪
く

な
っ
た
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
が
引
き
起
こ
り
、
日
常
生

活
を
送
る
う
え
で
支
障
が
出
て

き
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ケ
と
認
知

症
の
大
き
な
違
い
は
「
忘
れ

方
」
に
見
ら
れ
ま
す
。
物
忘
れ

は
体
験
の
一
部
の
記
憶
を
な
く

す
だ
け
で
す
が
、
認
知
症
は
体

験
を
ま
る
ご
と
忘
れ
て
し
ま
う

の
で
す
。
１
つ
の
事
柄
を
ど
ん

な
に
集
中
し
て
覚
え
よ
う
と
し

て
も
覚
え
ら
れ
な
く
な
り
、
極

最
近
あ
っ
た
こ
と
で
も
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
認

知
症
と
は
、
単
に
老
化
に
伴
っ

て
物
覚
え
が
悪
く
な
る
と
い
っ

た
誰
に
で
も
起
き
る
現
象
（
い

わ
ゆ
る
「
ボ
ケ
」）
は
含
ま
ず
、

病
的
に
能
力
が
低
下
す
る
状
態

を
指
し
ま
す
。
現
在
、
要
介
護

状
態
と
な
る
原
因
の
第
２
位
に

上
げ
ら
れ
て
い
て
、
85
才
以
上

の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
を

患
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
」を
知
る

加
藤
公
恵

（
医
療
法
人
永
生
会　

在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長
）

■ 

認
知
症
と
ボ
ケ
は
違
う
？

※この文章は、加藤公恵さんが監修された本『介護の時間』（廣済堂出版880円）からの転載です

第1期第2期第3期

物忘れが中心。不安や抑うつなどの
合併も見られるが、比較的慣れた日
常生活は自立できる状態

日常の動作ができなくなり、徘徊や
夜になると錯乱状態になることも。
人や時間、場所が分からなくなる

過去の記憶もなくなり、思考決定能
力が低下。運動障害が起こり、次第
に寝たきりになっていく

第1期

第2期

第3期




